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羅 針 盤 達 成 度
改 善 状 況 の ま と め 学 校 関 係 者 評 価 次 年 度 の 課 題

評 価 対 象 評 価 項 目 具体的数値項目 ① ② 総合

①各学科コースの専門教育に 生徒の 座学・実験・実習等のさらなる授業改善に取 今後とも地域の小中学校や関係機関と 産業社会の変化を見据えて１年生の学科選
Ⅰ 特色ある学校 １ 特色ある教育活動を行 ８５％以上が満足している。 Ａ Ａ Ａ り組み、生徒９３％の高い評価であった。 の連携を積極的に実施してもらいたい。 択に係るガイダンス及び各学科の専門教育等
づくりに努めて っていますか。 地域のイベントや交流活動に多くの生 と先端技術体験を継続的に充実させる。
いますか。 ②地域貢献活動に積極的に参加し、その 参加率は昨年度より増加してきている。評価 徒が参加をしてくれている。地元から 自ら興味をもち参加できる姿勢はできた

活動を評価する 生徒が８０％以上で Ａ Ｂ Ａ は８５％でコロナ禍が収まれば上がると思われ の評判も良いと思われるので、富実生の ので各種活動を再稼働に向けて活発化させ
ある。 る。 活躍を期待している。 る。

コロナ禍であったが文化祭や修学旅行
③自分の学校が好きだと感じている生徒 学習指導や各種行事の充実・工夫に取り組み、 など工夫をして学校行事を開催できるこ 学習指導と資格指導及び様々な行事等つい
の割合は８０％以上である。 Ａ Ａ Ａ ９４％の評価を得ており、行事の満足度は①の とは、大きな成果となっている。 て生徒が達成感をもてるような工夫や富実な

８１％から②の９４%に上がっている。 らではの魅力化を図る。
④「授業がわかりやすい」と、生徒の 90%以上の生徒・保護者が本校の授業に満足し 生徒が意欲的に取り組んでいることに 「例年通り」の授業ではなく、授業改善を

Ⅱ 生徒の意欲的 ２ 生徒の実態に応じた指 ８０％以上が答えている。 ている。しかし、学力定着に課題のある生徒や より学習面や部活動面で結果が出ている 常に心がけるとともに、学力定着に課題のあ
な学習活動につ 導を行っていますか。 Ａ Ａ Ａ 成績不振者への指導が十分でないと感じている と思われる。先生方の取り組みも良好で る生徒や成績不振者への指導方法や内容の改
いて適切な指導 教員が一定数いる。 あると考える。 善を図る。
をしていますか。 ⑤資格取得に向けた指導に、生徒の 現状での指導には生徒・保護者ともに十分満 社会へ出るにあたり、たくさんの資格 より上位の資格を目指せるように生徒を指

８５％以上が満足している。 Ｃ Ｂ Ｂ 足している。しかし、より上位の資格に挑戦し を持つことは重要である。 導し、挑戦する態度を育成する。
ようとする意識の育成には至っていない。 今後もさらなる資格取得に向けて指導

⑥意欲的に学習に取り組んでいると自己 90%以上の生徒が意欲的だと自己評価している の充実を図ってもらいたい。 朝学習の取り組み方や内容を再検討し、必
３ 生徒は確かな学力を身 評価している生徒が、８０％以上であ Ａ Ｂ Ｂ が、教員の評価は約70%と大きな開きがある。 キャリア教育の視点に立ち、実社会で 要に応じて改善する。
に付けていますか。 る。 は、リスキルやリカレントなどが求めら

⑦自己の目標に応じた学力を身に付けた 80%の生徒が自己の目標に応じた学力を身に付 れている。高校生に学び続ける価値につ 生徒にはより高い目標を目指すよう指導
と自己評価している生徒が、各学年 Ｂ Ｂ Ｂ けたと自己評価しているが、教員の評価は60%と いて自覚を促してもらいたい。 し、何事にも挑戦する態度を育成する。
７０％以上である。 大きな開きがある。

⑧組織的な指導のため、生徒の情報交換 生徒の情報交換を職員会議や学年会議におい ＳＮＳの危険性などの指導を繰り返し 職員全体で様々な問題の未然防止に努める
Ⅲ 生徒の充実し ４ 組織的・継続的な指導 を月に３回以上行っている。 Ａ Ａ Ａ て実施することが定着してきている。生徒の状 行う必要があると思われる。ＳＮＳの使 ために、さらに精度の高い情報交換を行う。
た学校生活につ を行っていますか。 況把握と情報の共有を図り、組織的な指導に繋 用について啓発活動を継続して取り組む 組織的指導の重要性を職員全体で共有する。
いて適切な指導 げ、職員全体で様々な問題の未然防止に努める。 ことで成果が上がると思われる。
をしていますか。 ５ 学校はいじめの防止や ⑨いじめをしない許さない態 度を身に 人の嫌がることをしないよう意識している生 コロナ禍であるが、遅刻・欠席率とも 生徒会が中心となり、生徒一人ひとりのい

早期発見に向けた取組を 付け、いじめ防止 活動に主体的に取 Ａ Ａ Ａ 徒が９８％となった。いじめ問題の未然防止を に低い状況を継続できるように指導に取 じめ防止活動へ参加している意識を高め、学
積極的に行っています り組む生徒が８０％以上である。 心がけ、生徒主体のいじめ防止活動やいじめ防 り組んでもらいたい。 校全体での取り組みにする。また、保護者に
か。 止についての指導を継続していく。 富岡市給食センターの栄養教諭と連携 も見える形の活動を検討する。

⑩欠席率が１．５％以下、 欠席率は１.７％、遅刻率は０.６％となった。 をして食育教育の充実を図っていくこと それぞれの生徒に対して原因の究明から対
６ 生徒は健康で、規則正 遅刻率が０．５％以下である。 Ｃ Ｃ Ｃ コロナ禍であることが影響していると考える。 を検討してもらいたい。 応に繋げる。家庭や関係機関と連携を密にし
しい学校生活を送ってい 個に応じた対応をきめ細やかに行う。 睡眠時間についてどのくらいの割合で て粘り強く対応していく。
ますか。 あるか調査し、健康面との関連を調べ

⑪毎日朝食を摂るなど、健康に留意した 生活習慣の確立を目指し、家庭と連携してい てみてはどうか。家庭での学習時間につ 十分な睡眠を取っていない生徒が少なくな
生活を送るよう意識している生徒が Ａ Ａ Ａ く。スマートフォンの利用方法を定期的に考え いても調査をしてみてはどうか。 いことを踏まえ、健康な生活に関する啓発や
８０％以上である。 させる。 指導をより充実させる必要がある。

７ 計画的な指導を行って ⑫進路に関する行事が進路選択に役立っ 3年生の第1志望への合格・内定率は95％を達成 西毛地域の人材を育成する学校として 進路のミスマッチをなくしていくための方
Ⅳ 生徒の主体的 いますか。 ていると評価する生徒が８５％以上で Ａ Ｂ Ａ した。 地域が期待をしている。 策を計画実行する。
な進路選択につ ある。 地域の企業から評価が上がってきてい
いて適切な指導 ⑬自己の適性を理解し、将来の職業との 94.9%の生徒、96％の保護者が基礎力診断テス ると思われる。 基礎力診断テストや各種適性検査、キャリ
をしていますか。 ８ 生徒は自らの進路につ 関連について考えている生徒が７５％ Ａ Ａ Ａ トは将来の進路を考えるときに大切と考えてい インターンシップについて積極的に実 アパスポートを活用し、自己を振り返り適性

いて真剣に考え、その実 以上である。 る。 施して職業観の形成を行い、実際の就職 を理解し、進路選択に役立てるようにする。
現に向けて取り組んでい 活動につなげてもらいたい。
ますか。 ⑭挨拶やコミュニケーションを進んで行 3年生の進路面接指導を充実し、全職員が面接 コロナ禍により長いマスク生活による インターンシップ、事業所見学等を通して

い、進路実現に 向けて積極的に取り Ａ Ａ Ａ にかかわるよう計画実行した。 コミュニケーション能力への影響が懸念 社会の常識やマナー、コミュニケーション能
組んでいる生徒が８０％以上である。 される。 力を身に着け、社会に出て役立つ人材の育成

を図る。
⑮ＰＴＡ活動や学校行事等に１回以上参 多くの保護者がＰＴＡ活動や学校行事に参加 今後も感染対策をした上で保護者参加 学習成果発表会や各種講演会を保護者にも

Ⅴ 開かれた学校 ９ 家庭、地域社会に積極 加している保護者が、７０％以上であ したが、保護者への連絡が行き届かないことも の行事を増やしてほしい。 開放し、保護者の関心が高まるような行事内
づくりに努めて 的に情報発信をしていま る。 Ａ Ａ Ａ あった。今後は、保護者が参加できる行事が増 富実生と市内の小学生との交流の場を 容を検討する。また、メールやホームページ
いますか。 すか。 えることも考えられるので、内容を充実させた 広げ、お互いの情報発信や市の給食セン を活用して、保護者に確実に情報提供を行え

い。 ターとの連携など農業や食を通した活動 るようにする。
⑯授業公開、学校からのメールや配付物、 コロナ禍における情報発信が重要視される現 でお互いの学びを深めたい。 授業公開の回数を増やし、専門学科での実
ホームページの閲覧等を通じて、保護 Ａ Ａ Ａ 状から、保護者宛のメールを必要に応じて配信 保護者の方により多くの行事に参加で 習の様子も保護者に見てもらう。また、ホー
者の８０％以上が学校の様子を理解で した。また、部活動の大会結果や活動の様子、 きるように体制を整え、学校の様子がわ ムページの情報は速やかに更新していく。
きている。 学校行事などを写真とともににホームページで かるようにしてもらいたい。

例年以上に紹介した。
⑰ＩＣＴを活用した授業に、生徒の８０ 90%以上の生徒・保護者がＩＣＴを活用した授 教職員の研修機会を設け、ＩＣＴの活 ＩＣＴの活用に関する研修を充実させて授

Ⅵ 教育のデジタ 10 ICTを活用した指導を ％以上が満足している。 Ａ Ａ Ａ 業に満足している。しかし、ＩＣＴを活用でき 用を積極的に推進してもらいたい。 業改善を図り、簡単なことから始めることで
ル化に努めてい 行っていますか。 る職員とそうではない職員との間で活用に関す 市内小中学校のＩＣＴ活用について高 教員間の温度差の解消を図る。
ますか。 る温度差がある。 校の先生方がご覧いただき、義務教育段

11 ICTを活用した業務改 ⑱ＩＣＴを活用した通知に、生徒・保護 授業アンケートや学校評価などをＩＣＴを活 階での実態を把握し、高校での実践につ 職員研修を通してＩＣＴの活用について理
善を行っていますか。 者の８０％以上が満足している。 Ａ Ａ Ａ 用して実施し、webページやメールでの連絡も速 なげてもらいたい。 解を深め、業務改善につなげる。

やかに行った。


